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概要

• 分野：建築構法・建築生産

•⇒ どのように建築をつくるか

•⇒ 職人不足、情報化の中で

• 1．開発・実装（実際につくる・使う）

• 2．実態調査（工場・現場を見る・話を聴く）

• 3．構法史・生産史（資料、インタビュー）



膜テンセグリティ曲げるパビリオン




海外施工現場

国内外国人技能者曲げる（建築士2021年10月）

解体



セキスイハウスA型（登録文化財）

高層建築に関する連載

戦前の工事報告書





学生の受賞

• 2022年度 中村達太郎賞、工学部長賞（研究最優秀）

上条陽斗「計算博物学序説」

• 2022 年度第 92 回日本建築学会関東支部研究発表会 優秀研究報告集

飯塚喜洋「墨出し工事の技術的変化と今後の担い手」

• 2022年度 第37回建築生産シンポジウム 若手研究者優秀発表賞

吉村惇郁（東京大学）「加速度センサを用いた石膏ボード貼り作業員の作業分析」

• 2022年（第33回） 日本建築学会 優秀修士論文賞

櫻川廉 「1960，70年代の木造住宅構法開発に関する研究 評定記録に見る工業化から合理化への変化」

• 2021 年度第 92 回日本建築学会関東支部研究発表会 優秀研究報告集

淡路広喜 「デジタルファブリケーションと合板の現場曲げ加工による自由曲面パビリオンの制作」

櫻川廉 「1960、70 年代の木造住宅構法開発に関する研究：評定記録に見る工業化から合理化への変化」

• 2021 年度第 92 回日本建築学会関東支部研究発表会 若手優秀研究報告賞

淡路広喜 「デジタルファブリケーションと合板の現場曲げ加工による自由曲面パビリオンの制作」

• トウキョウ建築コレクション 全国修士論文展

杉田宗賞 淡路広喜『デジタル・ファブリケーションを用いた道具の制作手法および設計・制作プロセスに関する
研究』

ファイナリスト 千葉拓さん『日本における複雑形状RC建築の施工の変遷に関する研究』

• 建築情報学会 建築情報学生レビュー2021

優秀発表賞 淡路広喜「デジタル・ファブリケーションを用いた道具の制作手法および設計・制作プロセスに関す
る研究」

7

国際会議



その他

• 研究の進め方：他研究室・企業と研究会が多い

• 工場・現場の見学、人と会う、つくる、が多い

• スライドはHPにアップロード、長めのスライ
ド・動画も送付可能、 6月7日昼に説明会

• ゼミは金曜午前中、6月2日、9日のゼミは参加
可能

• メールアドレスは学科HPに記載

• gondo@arch1.t.u-tokyo.ac.jp
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